
令和４年６月５日 

各中学・高等学校長 様 

                                   兵庫県バドミントン協会 

                                   会 長   瀬川 欽也 

(公印省略)  

第４１回全日本ジュニアバドミントン選手権大会＝ジュニアの部＝兵庫県予選 

 

 標記の大会を下記の実施要項により開催いたしますので，関係生徒（選手及び線審要員）並びに顧問教

諭の派遣につき，ご配慮くださいますようお願い申し上げます。 

 

 

実 施 要 項 

 

 １ 主  催  兵庫県バドミントン協会 

 ２ 主  管  兵庫県バドミントン協会強化本部 

 ３ 協  賛  ヨネックス（株） 

 ４ 期  日  男女複（ダブルス）の部 

         令和４年８月３日(水)９：００開場 ９：２０開会式・諸注意 ９：３５競技開始 

         男女単（シングルス）の部  

         令和４年８月４日(木)９：００開場 ９：２０開会式・諸注意 ９：３５競技開始 

 ５ 会  場  神戸村野工業高等学校 ひよどり体育館 

         〒651-1125 神戸市北区ひよどり台南町 4 丁目１５－１３ 

６ 競技種目  男女単複（個人戦） 

 ７ 競技規則  （１）（公財）日本バドミントン協会競技規則，同大会運営規程ならびに兵庫県高体連・

中学校バドミントン部が定める大会運営規程による。 

         （２）使用シャトルは，日本バドミントン協会第１種検定合格球とする。 

 ８ 競技方法  各種目ともトーナメント方式で行い，３位決定戦は行わない。 

         （２位決定戦を実施しない）※必要に応じて実施する場合があります。 

 ９ 参加資格  （１）令和４年度兵庫県高等学校総合体育大会バドミントン競技の個人戦男女単複 

でベスト１６以上の者。生年月日（平成１６年４月２日以降に生まれたもの） 

         （２）有資格者であっても外国籍者は除く。 

         （３）有資格者同士での複の組み替えは，同一校に限り認める。 

         （４）令和４年度全国高等学校総合体育大会バドミントン競技において，出場権を 

取得した者は，今大会で選出された選手より上位ランクとする。 

         （５）兵庫県バドミントン協会強化本部が推薦した選手。 



１０ 使用ｼｬﾄﾙ  令和４年度（公財）日本バドミントン協会検定合格球（水鳥球） 

ヨネックス ニューオフィシャル 

１１ 参加制限  有資格者は男女とも単・複の二種目に参加できる。 

１２ 参加費用  男女単一人 １，５００円   男女複一組 ２，０００円 

            参加費用は，大会当日に納入すること。引き替えにプログラムを配布する。 

１３ 継続大会  男女単複の１位の選手に 

第４１回全日本ジュニアバドミントン選手権大会＝ジュニアの部＝ 

【９月１６～１９日 福岡県北九州市 開催】の参加資格を与える。 

１４ 参加申込  所定の参加申込用紙により，６月２４日（金）必着で，下記に郵送すること。 

         期日厳守のこと。※中学３年生については権利取得後。 

         なお，有資格者であって不参加の場合は，不参加確認書を６月２４日（金）必着で，

下記に郵送すること。 

             〒653-0003  神戸市長田区五番町 8-5 

              神戸村野工業高等学校  友金 幸雄 宛 

                     電話 078-575-0230  

１５ 選手変更  個人戦につき一切認めない。 

１６ 組み合せ  令和４年度兵庫県高等学校総合体育大会バドミントン競技（個人戦）の結果を参考に

して，兵庫県バドミントン協会強化本部を中心に行う。参加者は，これに一任のこと。 

１７ 服  装  （１）競技時の服装は，（公財）日本バドミントン協会大会運営規程第２３条の定めに

よる。（日本バドミントン協会審査合格品を着用すること） 

         （２）上衣の背面に（校名・県名 30cm×15cm，字はよく判別できる色）をつけるこ

と。 

１８ 宿  泊  宿泊・弁当の斡旋は，本部では行わない。 

１９ そ の 他      （１）本大会の審判は，敗者審判を原則とするので，出場選手はルールに精通し，審

判技術を会得しておくこと。 

         （２）学校は，本大会に参加させようとする生徒について，その健康状態を十分に把

握して，無理を押して参加させることのないようにすること。 

また，競技中の事故・疾病については，主催者は，治療その他の責任は負            

わない。 

         （３）試合中の選手に限り，フロアー内での水分補給を認めます。 

         （４）参加校（者）は，線審要員を必ず同行させること。 

 


